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No.７

「学校は地域のもの」 「子どもは地域の宝」 「こうのとりは地域のもの」

この信条を伝え続ける長原小学校と二人三脚で歩みを進めていただいているのが、特別養護老人

ホーム「こうのとりさん」です。

これまで、「長原マート」や「長原フェスティバル」での販売活動や「バーガーランチ」「施設見学」「認知

症サポートプログラム」「ハローウィンパーティー」「こうのとり卵」での施設利用など、様々な形で交流を

深めてきました。

そんな中、こうのとりさんから「子どもたちが日常的に施設を利用できるようにしたいので、いつでも来

てほしい！」と提案があり、子どもたちも地域の居場所として通うようになりました。

ところが、放課後に施設利用する子どもたちの中で、約束を守れずに、館内で走り回ったり、お年寄り

をからかったり、施設の方へ暴言を吐いたりすることが起きました。

はじめは個別に指導していましたが、頻繁に続いたため、臨時全校集会を開いて、みんなに事実を伝

え、考えることにしました。 「ピンチはチャンス」です！誰だって失敗はします！大事なことは、振り返っ

て、次どうするか？を自分が決めることです。

真剣に話を聞く子どもたちに、私から伝えた言葉は、「過去は変えられないが、未来は変えられる！」

「心当たりのある人は校長室に『やり直し』に来なさい！」というメッセージでした！

その後、8人の子どもたちが校長室に『やり直し』のために訪れました。どの子も自分のことを振り返り

ながら、自分の言葉で語りました。私は聴くに徹しました。私が発する言葉は二つだけ！「どうぞ！」と

「いってらっしゃい！」です。子どもが人に言われるのではなく、自分から校長室に来ること！そして、自

分のことを見つめ直し、次はどうするかを自分が決めて、自分の言葉で語ること！大人は子どもの言葉

をすべて受け止めて、信じて送り出すのです！

もしかしたら、また同じことや似たことを繰り返すかもしれません！それでもいいんです。この瞬間は

未来を見ているんですから！大人はその姿から「認めて、任せて、信じる」ことです！

この瞬間に、校長室が『やり直し』の部屋となりました！そして、新しい名前として、『リセットルーム』と

名付けました。 『リセットルーム』がうまくいっているかどうかの判断基準があります。それは、『リセット

ルーム』（校長室）に来る子どもも大人も、やり直しが終わった後は、胸を張って！明るく！元気に！校

長室から出ていけているかどうかです！落ち込んで出ていくのは、怒られた！謝らされた！と過去に重

きが置かれ、未来が見えていないからです！校長室は怒られる場所や滅多なことがない限り入れない

場所ではありません。ましてや校長だけの部屋でもないのです。

「子どもも大人もいきいきしている学校」をめざす中で、いきいきできないことや失敗してしまうことはあ

ります。そんな時こそ、『やり直し』して、出直せばいいのです！ゲームでリセットボタンがあるように、も

う一度やり直せばいいのです！

『リセット』ボタンがあると、安心できませんか？

『リセット』ボタンがあると、何にでもチャレンジできませんか？

『リセット』ボタンはすべての人の手の中にあります！

後日、2回目の臨時全校集会が開かれ、「こうのとりさん」の施設長さんから、子どもたちへ直接想い

を話してもらいました。そして、「これからも、子どもたちに来てほしい！」と伝えられました。

学校としては、「こうのとりさん」の想いに感謝するとともに、今一度チャンスをいただけたことを子ども

たちと共有し、地域のみなさんとつながる場として、引き続き利用することになりました。

サポーター、地域のみなさま！どうぞ、ご理解とご協力を、引き続きお願いします。

校長 市場 達朗

やり直せるからこそチャレンジできる


